
- 1 - 

 

保 健 体 育 科 学 習 指 導 案 
令和４年10月 第１.２.３学年 指導者 榎本 雅奎  

 

１ 単元名 器械運動「マット運動」 

 

２ 単元観 ※省略 

 

３ 生徒の実態及び指導方法（男子５名 女子11名 計16名） ※省略  

 

４ 研究との関わり ※省略 

 

［第１学年及び第２学年］ ［第３学年］ 

５ 単元の目標 ５ 単元の目標

 (1) 技ができる楽しさや喜びを味わい、マット運    

動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、その   

運動に関連して高まる体力などを理解するとと 

もに、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに 

行うこと、条件を変えた技や発展技を行うこと  

及びそれらを組み合わせること。(知識及び技能） 

(2) 技などの自己の課題を発見し、合理的な解決

に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己の考えたことを他者に伝えること。 

(思考力、判断力、表現力等） 

(3) マット運動に積極的に取り組むとともに、

よい演技を認めようとすること、仲間の学習を

援助しようとすること、一人一人の違いに応じ

た課題や挑戦を認めようとすることなどや、健

康・安全に気を配ること。 

（学びに向かう力、人間性等） 

     

(1) 技ができる楽しさや喜びを味わい、技の名称  

や行い方、運動観察の方法、体力の高め方などを 

理解するとともに、自己に適した回転系や巧技系 

の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件 

を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成 

し演技すること。      (知識及び技能） 

(2) 技などの自己や仲間の課題を発見し、合理的

な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると

ともに、自己の考えたことを他者に伝えること。 

（思考力、判断力、表現力等） 

(3) マット運動に自主的に取り組むとともに、

よい演技を讃えようとすること、互いに助け合

い教え合おうとすること、一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を大切にしようとすることなど

や、健康・安全を確保すること。 

（学びに向かう力、人間性等）

６ 単元の評価規準 

(1)知識・技能 

① 技ができる楽しさや喜びを味わい、マット運動の

特性や成り立ち、技の名称や行い方、その運動に関

連して高まる体力などを理解することができる。 

② 回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに行うこ

と、条件を変えた技や発展技を行うこと及びそれ

らを組み合わせることができる。 

 

(2)思考・判断・表現 

① 技や技の組み合わせ方などの改善についての

ポイントや自己の取り組み方の課題を他者に伝

えることができる。 

② 提示された動きのポイントやつまずきの事例   

６ 単元の評価規準 

(1)知識・技能 

① 技ができる楽しさや喜びを味わい、技の名称     

や行い方、運動観察の方法、体力の高め方など  

を理解することができる。 

② 自己に適した回転系や巧技系の基本的な技を 

滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技や 

発展技を行うこと及びそれらを構成し演技する 

ことができる。 

(2)思考・判断・表現 

① 技や演技などの改善についてのポイントや自  

己や仲間の取り組み方などの課題を発見し、他  

者にわかりやすく伝えることができる。 

② 習得した知識を基に、合理的な動きと自己や仲 
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 を参考に、仲間の課題や出来栄えについて自己 

の考えたことを仲間に伝えることができる。 

③ 提供された練習方法から、自己の課題に応じて

技の習得に適した練習方法を選ぶことができる。 

 

 

(3)主体的に学習に取り組む態度 

① 自己に適した課題を設定したり、練習の進め

方や場づくりの方法を選んだりする学習などに

積極的に取り組んでいる。 

② 仲間の課題となる技がよりよくできた際に、 

称賛の声をかけている。 

③ 仲間の試技に対して補助や助言をしたり、一  

人一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようと 

したりしている。 

間の動きを比較して成果や改善すべきポイント  

について自己の考えたことを仲間に伝えること 

ができる。 

③ 自己や仲間の技術的な課題やその課題解決に有

効な練習方法の選択について、自己の考えを伝え

ることができる。 

(3)主体的に学習に取り組む態度 

① 自己や仲間の課題に応じた練習方法を選択す

る学習などに自主的に取り組んでいる。 

② 仲間のよい動きや演技を客観的な立場から讃  

えたり、仲間の動きを観察して動きの様子や課 

題を伝え合ったり、補助をし合ったりしている。 

③ 自己の状況に合った実現可能な課題の設定や  

挑戦を大切にしようとしている。 

 

 

７ 指導と評価の計画（全12時間） 

過 

程 

時 

間 

●ねらい  

○学習活動 ☆ ＩＣＴ活用 

知 思 態 〈方法(観点)〉 [記]:記録に残す評価項目 

◇第1,2学年評価項目 ◇第3学年評価項目 

つ

か

む 

１

・

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●単元のゴールである「Nakasato 

Mat Performance( 以 下 、 Ｎ Ｍ

Ｐ)」（発表会）に向けて、既習

の技や未習の技などに挑戦する技

調べの活動を通して、今の自分の

課題を捉え、自己の単元目標を設

定することができるようにする。 

○単元のゴールを捉え、様々な技の

試技を通して、自己の課題を見付

け、単元の目標を設定する。 

☆昨年度の授業で作成した技の解説

動画を視聴する。 

☆「学習カード」と「ＨＳＪシー

ト」、タブレット端末のカメラを

活用する。 

 （単元を通して毎時間使用する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

 

 

 

○ ◇技調べを通して、自

己に適した目標を設

定する活動に積極的

に取り組んでいる。 

＜記述・観察(態①)＞ 

◇マット運動の特性や

成り立ち、技の名称

や、その運動に関連

して高まる体力など

を理解している。 

＜記述(知①)＞ 

◇自己の課題を見付

け、学習カードに

書き出したり、仲

間に伝えたりして

いる。 

＜記述・観察(思①)[記]＞ 

 

 

 

◇技調べを通して、自己

の状況に合った目標を

設定する活動に自主的

に取り組んでいる。 

＜記述・観察(態③)＞ 

◇体力の高め方や、運

動観察の方法とし

て、自己観察と他者

観察などがあること

を理解している。 

＜記述(知①)＞ 

◇自己や仲間の課題

を見つけ、学習カ

ードに書き出した

り、仲間に伝えた

りしている。 

＜記述・観察(思①)[記]＞ 

３ ●前時に設定した自己の単元目標を達成

するための「Hop Step Jump」を設定す

る活動を通して、自己の課題解決の見

通しをもつことができるようにする。 

○自己の目標である技の改善についての 

 ○  ◇自己の改善につい

てのポイントを見

付け、学習カード

に書き出したり、

仲間に伝えたりし 

◇自己や仲間の改善

についてのポイン

トを見つけ、学習

カードに書き出し

たり、仲間に伝え 

［単元の学習課題］ 

自分なりの技のコツをつかんで、Nakasato Mat Performanceで連続技を発表しよう！！ 



- 3 - 

 

 ポイントを見付けて、自己の目標に対す 

る「Hop Step Jump」を考える。 

   ている。 

＜記述・観察(思①)[記]＞ 

たりしている。 

＜記述・観察(思①)[記]＞ 

追

求

す

る 

① 

４ 

 

●前転グループの技の目標に対し

て、技の連続図や課題解決カード

を参考に繰り返し試技する活動を

通して、練習方法を工夫しながら

前転グループの技のポイントを理

解することができるようにする。 

○グループごとに資料を参考にしながら、

練習方法を工夫したり、前転グループの

技のポイントを理解したりする。 

☆技の連続図と課題解決カードを活

用する。 

○   

 

 

 

 

 

○ 

◇自己の目標に適した

前転グループの技を

行うための合理的な

動き方のポイントを

書き出している。 

＜記述(知①)[記]＞ 

◇自己の課題に適し

た練習方法を選ぼ

うと、積極的に取

り組んでいる。 

＜観察・発言(態①)＞ 

◇自己や仲間の目標に

適した前転グループ

の技を行うための動

き方のポイントを書

き出している。 

＜記述(知①)[記]＞ 

◇自己や仲間の課題に

適した練習方法を選

ぶ活動に自主的に取

り組んでいる。 

＜観察・発言(態①)＞ 

５ 

 

本

時 

●「コツコツコツール」を活用して、技

のコツや技の改善についてのポイント

について、仲間と伝え合いながら練習

する活動を通して、前転グループの技

を改善することができるようにする。  

○自己の得たコツをグループで共有

しながら、前転グループの技の課

題や出来栄えについて理解する。 

☆「コツコツコツール」を活用する。 

 (５時間目以降、毎時間活用する) 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇互いの学習成果を

認め合いながら、

技ができる楽しさ

や喜びを味わい、

前転グループの技

を滑らかに行うこ

とができる。 

＜観察・動画(知②) [記]＞ 

 

◇互いの学習成果を認

め合いながら、技が

できる楽しさや喜び

を味わい、前転グル

ープの技を滑らかに

安定して行うことが

できる。 

＜観察・動画(知②) [記]＞ 

 

追

求

す

る 

② 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

●技の連続図や課題解決カード、手本

となる動きと自己や仲間の動きを比

較する活動を通して、後転グループ

の技の成果や課題、出来栄えについ

て書き出したり、仲間に伝えたりす

ることができるようにする。 

○グループごとに資料を参考にしなが

ら、練習方法を工夫して、後転グルー

プの技の課題や出来栄えなどについて

書き出したり、仲間に伝えたりする。 

☆技の連続図と課題解決カードを活

用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「課題解決カー

ド」に記された練

習方法を参考に、

自己の後転グルー

プの課題に適した

練習方法を選んで

いる。 

＜記述・発言(思③)＞ 

◇自己や仲間の後転

グループの課題や

その課題解決に有

効な練習方法の選

択について、自分

の考えを書き出し

たり、仲間に伝え

たりしている。 

＜記述・発言(思③)＞ 

７ ●「コツコツコツール」を活用して、後

転グループの技のコツや技の改善につ

いてのポイントを仲間と伝え合う活動

を通して、技の出来栄えや課題につい

て理解することができるようにする。 

○後転グループの技のポイントを仲間と

伝え合いながら、動画の撮影や補助を

し合ったり、互いの動きにアドバイス

をしたりしながら練習に取り組む。 

☆課題解決カードを活用する。 

 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「課題解決カード」

に提示されたポイン

トやつまずきの事

例、自分の得たコツ

を参考に、後転グル

ープの技の課題や出

来栄えについて書き

出したり、仲間に伝

えたりしている。 

＜記述・発言(思②)〔記〕＞ 

◇「課題解決カード」に

提示されたポイントや

自分のコツを基に、技

の合理的な動きと自己

や仲間の動きを比較し

て、成果や改善すべき

ポイントについて、書

き出したり、仲間に伝

えたりしている。 

＜記述・発言(思②)〔記〕＞ 
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追

求

す

る

③ 

８ ●「課題解決カード」や手本となる

動きと自己や仲間の動きを比較す

る活動を通して、ほん転技群の技

の成果や課題、出来栄えについて

書き出したり、仲間に伝えたりす

ることができるようにする。 

○グループごとに資料を参考にしな

がら、練習の場や補助の仕方など

練習方法を工夫して、ほん転グル

ープの技の課題や出来栄えなどに

ついて書き出したり、仲間に伝え

たりしながら、練習に取り組む。 

☆課題解決カードを活用する。 

 ○  ◇仲間との関わり合

いや練習に関する

安全上の留意点な

どについて、考え

たことを書き出し

たり、仲間に伝え

たりしている。 

＜記述・観察(思①)[記] 

◇仲間の課題解決に向

けて、仲間の試技に

対して、補助や助言

をしている。 

＜観察・発言(態③)＞ 

◇仲間との関わり合いや

安全の確保の仕方を踏

まえて、仲間とともに

楽しむための練習の仕

方について考えたこと

を書き出したり、仲間

に伝えたりしている。 

＜記述・観察(思①)[記]＞ 

◇互いに仲間の動きの不足

している勢いや力を補助

し合ったりしながら取り

組もうとしている。 

＜観察・発言(態②)＞ 

９ ●「コツコツコツール」を活用して、ほん

転技群の技のコツや技の改善についての

ポイントを仲間と伝え合い、課題解決に

向けた見通しをもち、工夫して練習に取

り組むことができるようにする。 

○ほん転技群の技のポイントを仲間と伝

え合いながら、動画の撮影や補助をし

合ったり、互いの動きにアドバイスを

し合ったりしながら練習に取り組む。 

  ○ ◇後転グループの技

の課題を解決する

ための合理的な動

き方のポイントが

あることを理解し

ている。 

＜記述・観察(知①)[記]＞ 

◇マット運動の同じ系

統の技には、目線や

着地の仕方などに共

通性があることを理

解している。 

＜記述・観察(知①)[記]＞ 

ま

と

め

る 

10 

・ 

11 

●「コツコツコツール」を活用しな

がら、技の組合せを「はじめ－な

か－おわり」で考えて仲間と見合

いながら"ＮＭＰ"に向けて、練習

する活動を通して、技の出来栄え

を高めることができるようにす

る。 

○「コツコツコツール」を活用しな

がら、"ＮＭＰ"に向けて、「はじ

め－なか－おわり」の組合せを考

えながら、技の練習に取り組む。 

☆「演技構成シート」を活用する。 

 

 

 

 

 

○ 

○   ◇技の組み合わせ方

の改善についての

ポイントを他者に

伝えている。 

＜記述・観察(思①)＞ 

◇回転系や巧技系の

基本的な技を滑ら

かに行うこと、条

件を変えた技や発

展技を行うことが

できている。 

＜観察・動画(知②) [記]＞ 

◇自己や仲間の演技

の改善についての

ポイントを他者に

伝えている。 

＜記述・観察(思①)＞ 

◇自己に適した回転系や

巧技系の基本的な技を

滑らかに安定して行う

こと、条件を変えた技

や発展技を行うことが

できている。  

＜観察・動画(知②) [記]＞  

12 ●"ＮＭＰ"を通して、自己や仲間の技

能の高まりを感じたり、互いの動き

を称賛したりして学びの深まりを感

じることができるようにする。 

○"ＮＭＰ"を通して、「する、見

る、支える、知る」などの関わり

をして、単元のまとめを行う。 

☆「演技構成シート」と、「Ｎ      

ＭＰ採点シート」を活用する。 

 

 

○   

 

 

 

 

 

○ 

◇回転系や巧技系の

基本的な技、条件

を変えた技や発展

技を組み合わせる

ことができる。 

＜観察・動画(知②) [記]＞ 

◇仲間の課題となる

技がよりよくでき

た際に、称賛の声

をかけている。 

＜観察(態②)＞ 

◇自己に適した回転系や

巧技系の基本的な技、

条件を変えた技や発展

技を構成し演技するこ

とができる。 

＜観察・動画(知②) [記]＞ 

◇自己の技の出来栄え

や状況に関わらず、

仲間のよい演技を称

賛している。 

＜観察(態②)＞ 
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８ 本時の展開（５/１２時間目） 

(1) ねらい 

「コツコツコツール」を活用して、技のコツや技の改善についてのポイントについて仲間と伝え合いながら

練習する活動を通して、前転グループの技を改善することができるようにする。  

(2) 準備  マット 1人1台端末 三脚 跳び箱 ロイター板 調整ブロック エバーマット  

(3) 展開 

時間 ○学習活動 

・想定する生徒の意識 

☆ ICT活用 

◎研究上の手立て ○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞ 

導入

① 

５ 

分 

１ 準備運動を行う。 

・開脚前転でしっかりと真っ直ぐ回れ

るように、前転でも真っすぐ回るこ

とを意識しよう。 

・片足正面水平立ちが最初の頃より

も、ふらつかなくなってきたな。 

○マット運動に必要な運動感覚を身につけられるよう、

前転や壁の突き放しなどのサーキット運動を各単位時

間の始めに設定する。 

○巧技系の技を習得し、出来栄えを高めることができる

ように、サーキット運動後に毎時間全体で一斉に行う

時間を設定する。 

導入

② 

５ 

分 

２ 本時の流れを確認し、同じ技に取り

組むグループで本時の見通しをもつ。 

・開脚前転の脚を開くタイミングがい

まいちつかめていないんだよね。 

・○○くんの踵が着く直前に脚を『バ

ッ』って開くのはよさそうだな。 

○本時の見通しをもつことができるよう、「ＨＳＪシート」

で課題を確認したり、「コツコツコツール」でコツを共有

したりして、練習方法を相談する時間を設定する。 

◎グループ内で前転グループの互いの課題を確認した

り、練習方法を相談したりできるよう、「コツコツコ

ツール」を使った話合いの時間を設定する。 

展開

① 

10 

分 

３ これまでに掴んだコツを生かして、自

己の課題解決のための練習に取り組む。 

・脚が開くタイミングを練習したいか

ら、動画を撮りながら「坂や段差を

利用」して練習しよう。 

・「目線をおへそ」でやってみよう。 

○一人一人が自分に合った練習方法を選ぶことができるよう、

練習方法や技のつまずきごとの改善のポイントを示した「課

題解決カード」を共有のデータ資料をして用意する。 

●あまりコツを掴めていなくても積極的に取り組むこと

ができるよう、まずは仲間の掴んだコツを真似して取

り組んでみるよう促す。 

展開

② 

５ 

分 

４ 別の技に取り組む仲間とコツを共有

し、前転グループの技の改善について

のポイントの理解をより深める。 

☆伸膝前転は『バン』って押すとき

に、しっかり前屈するのが大切なの

か。開脚前転にもつながるな。 

◎自己の技の改善についてのポイントの理解を深められる

よう、他のグループの生徒とそれぞれがつかんだコツに

ついて意見交流する時間を設定する。 

◎交流で得た情報をすぐに記録できるよう、あらかじめ

身体の部位や力加減、スピード感を表すオノマトペの

テキストボックスを用意する。 

展開

③ 

15 

分 

５ 元の同じ技に取り組むグループに

戻り、互いが得たコツを共有し、これ

を生かしながら前転グループの技の改

善に向けた練習に取り組む。 

☆手で押すときに、前屈を意識しよう。 

☆目線が前になっているかが大切だな。 

●技の課題や出来栄えを上手く捉えられない生徒に対し

ては、動画を撮影して動きを確認したり、着手や目

線、膝などの見る視点を与えたりする。 

◇互いの学習成果を認め合いながら、技ができる楽しさ

や喜びを味わい、前転グループの技を滑らかに行うこ

とができる。     ＜観察・動画(知②)〔記〕＞ 

まとめ 

10 

分 

６ 同じ技に取り組むグループごとに気付いた

ことを伝え合い、本時の学習を振り返る。 

☆開脚前転の脚を「バッ」って開いて、

前屈したらできるようになったな。 

○本時の学習で得た気付きを共有することができるよ

う、グループごとに振り返る時間を確保する。 

○自分の前転グループの技の改善を自覚できるよう、「ＨＳ

Ｊシート」で単元導入時の動画と比較することを促す。 

［本時の学習課題］（めあて）自分で見つけたコツを共有して、開脚前転のコツを深めよう！ 
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(4) 板書計画  
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